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趣旨

　南部御城印プロジェクトは、南部氏ゆかりのお城が存在する

　市町村教育委員会などによる連携です。御城印と呼ばれる来

　城記念紙の販売を通し、お城の認知度向上・観光振興・地域

　活性・研究推進に貢献すること目指しています。御城印売り

　上げの一部は、お城の維持管理や整備・活用にあてられます。

連携参加城館

　①種里城(青森県鰺ヶ沢町)　　 ②浪岡城(青森県青森市)

　③野辺地城(青森県野辺地町）　④七戸城(青森県七戸町)

　⑤根城(青森県八戸市)　　　　 ⑥聖寿寺館(青森県南部町)

　⑦三戸城(青森県三戸町)　　　 ⑧九戸城(青森県二戸市）

　⑨浄法寺城(青森県二戸市)　　 ⑩姉帯城(岩手県一戸町)

　⑪久慈城(岩手県久慈市)　　　 ⑫盛岡城(岩手県盛岡市)

　⑬高水寺城(岩手県紫波町)　　 ⑭片寄城(岩手県紫波町)

　⑮鍋倉城(岩手県遠野市)　　　 ⑯土沢城(岩手県花巻市）

　⑰花巻城(岩手県花巻市)　　　 ⑱金澤城(秋田県横手市)

最新情報

　南部お城めぐりフェイスブック

　　https://www.facebook.com/NanbuGojoinProject/

　南部お城めぐりガイド

　　https://hcm-hit.github.io/nanbu-castles-tours/

　リーフレットなどのダウンロードはこちら（八戸市博物館ＨＰ）

　　https://hachinohe-city-museum.jp/goods/

　事務局

　　南部御城印プロジェクト事務局(八戸市博物館)

　　0178-44-8111　haku@city.hachinohe.aomori.jp

城あと見学の注意

　国内には多くのお城のあとが残されています。

　状態が良い城あとには、現在も石垣・土塁・堀・建物などが

  残されており、往時の姿に思いをはせることができます。

　皆さんも、ぜひ城あとに足を運び、「三日月の丸くなるまで

  南部領」と謳われた長く・広い南部の歴史をご体感ください。

　なお、いくつかの城あとは整備中です。見学が難しい場合が

　ございますのでご注意ください。また、城あとが私有地の場

　合もございます。見学は十分配慮のうえお願いいたします。

南部御城印プロジェクト
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三戸南部家の

領地(盛岡藩)

１ ３
２ ４

1.糠部入部

　甲斐国南部郷(現山梨県南部

町・身延町)を治めた南部氏は、

1300年代頃に糠部(現青森県東部

から岩手県北部)に移住しまし

た。南部氏一族は、郡内に分散

し、それぞれ領主として城を構え

ました(④七戸城・⑤根城・⑥聖

寿寺館・一戸城)。南部氏一族は

分家や近隣の領主と一揆を結び、

広く糠部を共同経営しました。

　また、この頃の南部氏一族は、

北東北各所に飛び地の領地を持っ

ていたようです(⑱金澤城)。

3.九戸一揆

　南部氏一族を中心とする一揆は

その後も勢力を拡げ、天正16年

(1588)には斯波氏を倒しました

(⑬高水寺城・⑭片寄城)。

　この頃になると一揆の中でも三

戸南部家派(⑦三戸城・⑤・⑨浄

法寺城)と九戸氏派(⑧九戸城・

③・④・⑩姉帯城・⑪)の対立が

激化しました。

　三戸南部家は豊臣軍の加勢を得

て九戸氏派を倒し、名実ともに大

名になりました(九戸一揆・天正

19年(1591))。

2.隣郡侵攻

　南部氏一族を中心とする一揆は

隣郡に侵攻し、勢力を拡げました

(②浪岡城・③野辺地城・⑧九戸

城・⑨浄法寺城・⑪久慈城)。

　嘉吉２年(1422)には安東氏を倒

し津軽(現青森県西部)に(①種里

城)、康正３年(1457)には蠣崎氏

を倒し田名部(現青森県むつ市付

近)に侵出しました。

4.盛岡藩成立

　大名となった三戸南部家は、南

に拡がった領地(盛岡藩)に合わ

せ、本拠を⑦三戸城から、⑧福岡

城・⑪盛岡城へ移しました。

　南部氏一族の領地だった津軽

は、反乱を起こした三戸南部家の

家臣・津軽氏に奪われました。

　中世城館の多くは廃城しました

が、一部は支城や代官所に転用さ

れました(③・④・⑦・⑧・⑬・

⑮鍋倉城・⑯土沢城・⑰花巻城)。

元弘３年（1333）　鎌倉幕府が滅亡する　建武の新政始まる

建武元年（1334）　甲斐の国人南部師行が糠部に入部したか

延元元年（1336）　足利尊氏が室町幕府を開く

延元２年（1337）　南北朝時代が始まる　南部氏は南朝方として活躍する

　

元中９年（1392）　南北朝が統一される

応永18年（1411）　南部光経が出羽仙北で安東氏と交戦する

　　　　　　　　　※以降、南部氏一族は向鶴紋を家紋にしたという

嘉吉２年（1442）　南部氏一族を中心とする一揆が安東氏を倒し津軽に侵出する

康正３年（1457）　根城南部家が蠣崎氏を倒し田名部に侵出する

応仁元年（1467）　応仁の乱が起きる　戦国時代が始まる

元亀２年（1571）　三戸南部家家臣・大浦氏（津軽氏）が津軽で反乱を起こす

天正元年（1573）　織田信長が室町幕府を滅ぼす　戦国時代が終わる

天正16年（1588）　南部氏一族を中心とする一揆が斯波氏を倒し紫波郡に侵出する

天正18年（1590）　豊臣秀吉が天下一統する　秀吉が三戸南部家に領地安堵する

　　　　　　　　  豊臣政権が奥羽の検地・刀狩・改易を実施する（奥羽仕置）

天正19年（1591）　一月九戸氏らが三戸方を攻撃する（九戸一揆）

　　　　　　　 　 九月豊臣軍が九戸方を制圧する（奥羽再仕置）

　　　　　　　　  三戸南部家が三戸城から九戸城（福岡城）に居城を移す

天正20年（1592）　三戸南部家から豊臣政権に領内諸城の破却報告が提出される

慶長５年（1600）　関ヶ原の戦いに東軍が勝利する

慶長８年（1603）　徳川家康が江戸幕府を開く

慶長19年（1614）　大坂冬の陣が起こる　三戸南部家は徳川方として参陣する

元和元年（1615）　大坂夏の陣に徳川方が勝利し豊臣氏が滅びる

　　　　　　　　  江戸幕府が武家諸法度を定める（一国一城令）

寛永10年（1633）　三戸南部家が福岡城から盛岡城に居城を移す

寛文４年（1664）　盛岡藩から八戸藩が分立する

慶応３年（1867）　大政奉還が行われる　江戸幕府が滅びる

明治３年（1870）　盛岡藩が廃藩する
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14 世紀後頃築城
七戸南部家居城

天正 18 年
三戸南部家の
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14世紀後頃入城ヵ
金澤右京亮ら

居城ヵ

応仁２年入城
小野寺氏居城

15世紀中頃築城ヵ
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三戸南部家の

支城に

寛永10年
三戸南部家支城に
寛永12年廃城

15 世紀末頃築城
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九戸城
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浄法寺氏居城
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15 世紀中頃築城
浪岡北畠氏居城

天正６年廃城

浪岡城

建武２年築城ヵ
斯波氏居城

寛文７年廃城

天正 16 年
三戸南部家の

支城に
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支城に
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三戸南部家入城
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建武元年 築城ヵ
根城南部家居城
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15 世紀前頃築城
三戸南部家居城
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聖寿寺館
15世紀後頃築城

久慈氏居城

天正 20 年廃城

天正 20 年廃城

久慈城


